
令和８年度「市民と議会の意見交換会」記録用紙  

（２９日）班名：第２班  

テーマ  「子育て支援」「高齢者施策」「公共交通」について 

 

開催日時 令和８年９月２９日（火） １８時半から２０時 

開催場所 港西コミュニティセンター 

出席議員 司会：鈴田議員           記録：川村議員 

参加者名 堀松秀樹、越野義博、伏谷美輝、老松勝宏、大嶋光生 

話し合い

の項目等 

子育て支援   

地域交通・高齢者支援  

 

項 目 質問意見等の要旨 

子
育
て
支
援 

・部活動の送迎支援をできないか。（中学校）現状は民間バスを 

利用しているが保護者負担が大きい。市所有のバスは使えないか。 

・おむつなどのゴミの回収が週１だと衛生面で不安（臭い等） 

・子ども食堂が行われているが、そこにもう少し踏み込んで、 

高齢者と触れ合う場にできないか。 

・高校の間口が少なく市外流出の理由となっている。そこには 

親も付いてまわるが、市として何か対応できないのか。 

・学校給食について、子どもたちから美味しくないという声を 

たくさん聞く。変に凝ったものは必要ないので、子どもたちの 

目線に立って、美味しくお腹を満たせる物でいいのでは。 

・子育て世代としては、ちゃいるもや公園など遊ばせる所について 

 満足している。 

・高砂公園の噴水の塗装がかなり剥げている。子どもたちがよく 

 遊ぶ所なので手入れをしてほしい。 

 



高
齢
者
施
策
・
公
共
交
通
に
つ
い
て 

・総体的な問題は自治体レベルでは解決しないが、社会福祉協議会 

などで取られているアンケートはどのように活用されているのか。 

・公共交通の不便さから、免許返納に踏み切れない。 

・病院へ通うバスについて、便数の少なさもあるが所要時間がかか 

 りすぎる。大町からだとかなり迂回し１時間かかる。 

・買物難民である高齢者に対して、移動販売車を市として誘致 

 または助成できないか。 

・高齢者の買い物もバスの不便さから、近所で集まって車を出せ 

 る人にお世話になることがある。高齢者施策と公共交通施策は 

 かなり結びつくものとなる。 

・子どもや学生向けのデマンドタクシーを検討できないか。 

・まだまだ元気な高齢者はたくさんいる。そういった高齢者が 

 参加できる街のイベントを企画できないか。高齢者に限定する 

 のではなく、多くの人たちと交流できるような仕掛けを求める。 

 


